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あなたの知らない神経難病看護の世界

退院前・後訪問を通して、
在宅生活を支えています！

・アポカイン注射
・脳深部刺激療法（DBS）
・レボドパ水和物配合経腸用
液療法（LCIG)

新たなパーキンソン病治療に
取り組んでいます！

DBS
チェック中

人工呼吸器装着患者に対して、
季節行事や外出支援を行い、QOL
の向上ができるようにしています！

今年は、季節に合わせた味覚を
感じられるようにしています。

進行段階に合わせて一歩
先を見据えた、コミュニ
ケーション方法やケアを
行っています！

文字盤で
お話中

大きな机や肘置き付いた椅子を置いて、
つかまりながら移動できるように環境

調整しています。

離床センサーを使わない転倒
予防を頑張っています！！

期待の新人に今後の目標を聞きました

“解剖生理から呼吸ケアの実際”をシリー
ズで学習できるようにしています。

徳永 江里（とくなが えり）
後輩に色々と教えてあげられるように
成長していきたいです。

山下 佳愛（やました かな）
患者さん1人ひとりにあった看護が出来る
ことを目標に頑張っていきたいです。

中村 美歩（なかむら みほ）
基本的な知識・技術を身に着けて、患者の個別
性に気づき対応できるようになりたいです。

田原 千夏（たはら ちなつ）
患者さんの気持ちに寄り添い、変化に気づく
ことのできるNSになりたいです。

私たちは、神経難病看護とは「生きるを支える看護」と考え、
患者・家族から“ここに入院してよかった”と思ってもらえるような

看護実践を目指しています！！

「視覚的cue」で
転倒予防しています。


